
令和７(2025)年

９月３日（水）
11:00～16:30

保健衛生事業功労者
救急医療功労者
公衆衛生学会発表優秀者

Ⅰ 式 典 / 栃木県総合文化センターサブホール

11：00 ～ 11：30表 彰 式

演題詳細は裏面を参照

Ⅱ 口演発表 / 栃木県総合文化センター会議室・音楽練習室

第65回

栃 木 県 公 衆 衛 生 大 会
第63回

栃 木 県 公 衆 衛 生 学 会
令和７(2025)年度

救 急 医 療 週 間 記 念 大 会

口 演 発 表

主催

栃木県・栃木県公衆衛生協会

記 念

講 演

2040年を見据えた地域づくり
～人口減少に直面する中、公衆衛生上で取り組むべきこととは～

浜松医科大学 健康社会医学講座 教授 尾島 俊之 氏

14：30 ～ 16：30

フォームにて事前に参加申込みをお願いします。
【参加申込み〆切：8月13日(水)】
https://forms.office.com/r/tumd11nBRj

13：00 ～ 14：15



第63回栃木県公衆衛生学会演題 ※演題等は変更することがあります

第 ２ 会 場第 １ 会 場

★都道府県別にみた死因別小児死亡率の地域間格差に関
する研究

★栃木県における特定健診・特定保健指導の医療費適正
化効果の分析

★栃木県内精神科病院における栄養食事指導調査
～年齢・経年別比較から分かったこと～

★摂食障害支援拠点病院としての初年度の取り組み
～地域とともに支える体制づくりを目指して～

★精神科救急情報センター「精神医療救急調整電話」の
実態と課題

★栃木県精神保健アウトリーチ事業
～事業開始から３年間の報告～

★県北健康福祉センター管内の自立支援医療（精神通院
医療）受給者の推移について

☆真岡市民の肥満と耐糖能異常の保有状態について
～効果的な事業展開を検討するために～

★栃木県における急性呼吸器感染症サーベイランスの検
査体制と病原体検出状況について

★栃木県内で検出されたSARS-CoV-2の分子疫学解析
と抗体保有状況

★栃木県内で検出された胃腸炎ウイルスの分子疫学解析
（2009/2010～2024/2025シーズン）

★栃木県におけるインフルエンザウイルスの検出状況

★外国出生者の結核対策における監理団体への取り組み
について

★デジタル広告やリーフレットによる梅毒の普及啓発に
関する考察

★栃木県県南保健所管内の高齢者施設を対象とした感染
症研修会の成果と課題

☆避難行動支援に関する各市町の取組についての実態調
査

第 ４ 会 場第 ３ 会 場

★県内の接骨院・整骨院を受診した下肢疼痛患者に関す
る調査

★栃木県における医療費等の状況について

★当施設(公益財団法人栃木県保健衛生事業団)における
胃X線検査カテゴリー分類の精度調査

★脳卒中発症登録生命予後追跡調査（第一報）

★がん登録を活用した栃木県におけるがん罹患数及び死
亡数の将来推計と今後のがん対策について

★世界エイズデー特例検査の普及啓発活動について

☆高齢化集落での多職種アウトリーチによる地域把握と
健診受診勧奨の効果について

☆生活習慣病の発症とその予防に関する生活習慣及び健
康維持への意識に関する調査

★伴侶動物の重症熱性血小板減少症候群ウイルス感染状
況調査

★管内観光地で発生したカンピロバクター食中毒におけ
る観光地全体への衛生管理指導事例について

★アラビアゴムが糖衣錠の品質に及ぼす影響

★化粧品ＧＭＰにおける新たな教育方法の取り組み

★LC-MS/MSによる農産物中残留農薬の検査項目拡大
の検討

★災害発生時の毒物及び劇物取扱施設の被災状況等確認
体制整備に係る実態調査について

★過去20年間の簡易専用水道検査結果に基づく貯水槽
の劣化傾向と耐用年数についての考察

☆興和株式会社における電子システム社内開発事例

お問い合わせ：栃木県公衆衛生協会事務局（栃木県保健福祉部保健福祉課地域保健担当）

TEL：028-623-3103 MAIL：koshueisei@pref.tochigi.lg.jp

大会HP https://www.pref.tochigi.lg.jp/e01/system/honchou/honchou/kousyueisei-taikai.html

学会HP https://www.pref.tochigi.lg.jp/e01/system/honchou/honchou/kousyueisei-gakkai.html

＊県HPで「公衆衛生大会」「公衆衛生学会」で検索ください。

「栃木県公衆衛生学会」とは・・・？ 備考 ★：口演発表 ☆：誌上発表

快適で良好な環境のもとで、生涯にわたって健やかな生活を送ることは、すべての県民の願
いです。
しかし、医学の進歩や公衆衛生・生活水準の向上にもかかわらず、健康を阻害する多くの問

題が提起され、適切な解決が求められています。
そこで、県内の公衆衛生関係者が一堂に会し、健康や環境問題に対する認識を更に深め、問

題解決への意欲を新たにするとともに、県民の皆さんの公衆衛生、環境保全への関心を高める
ため開催しています。


